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「人間の果たすべき役割」と聞くと…

⚫人間 対 AI（にできること）

の図式で考えてしまいがち。

しかし、人間には自分たちの生み出したAIも含めて

⚫人間が

「人間とAI」をどうするか

を考える役割(責任)もあるのではないか？
＊生成AI「文章、画像、プログラム等を生成できるAIモデルに基づくAIの総称」(総務省・経済産業省, 2024)

生成AI時代：OpenAI社のChatGPTで急速に社会に浸透した2022年以降を指す（報告者）

生成AI時代*の学校教育と教師
～人間の果たすべき役割～
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⚫教師 対 AI教師

という図式ではなく、

⚫教師が

 「自分とAI/子供とAI」の関わり

を考えたり、

⚫子供が

 「自分自身とAI」の関わりをどうしていくか

を考え、将来に役立たせる方向があり得る。

学校教育においても
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⚫ 背景・目的
ICTやAIの利用実態は、教師や児童生徒が教育・学習をどう捉えるか
（授業観・学習観・教職観）、AIをいかなる存在と捉えるか（生成
AI観）という「観」と不可分である。よって、その関係性（布置）
を可視化し、誰もが持続的に省察・改善できる環境を構築する。

⚫ 研究体制・内容
【教育実践班】学校現場での授業観察・聞き取り調査を通じ、どの
ような「授業観・学習観」が生成AIの利活用を「主体的・対話的で
深い学び」へとつなげるかを総合検証。

【環境構築班】国内外の教育政策・学術文献調査と事例の知見を基
に質問項目等リサーチツールを開発し、環境構築要件を同定。

国研プロジェクト研究【令和8-10年度】

「生成AIの教育利用可能性に関する調査研究」
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⚫ 各国・国際機関の教育政策関連文書
➢ 欧州連合（EU）『Ethical guidelines on the use of AI and data in 

teaching and learning for educators』（2022年10月）

➢ 英国（UK）『Generative artificial intelligence (AI) in education』
（2023年3月発表 / 2024年1月・10月、2025年8月改定）＊

➢ 米国教育省『Artificial Intelligence and the Future of Teaching 
and Learning』（2023年5月）＊

➢ UNESCO（国連教育科学文化機関）『Guidance for Generative AI in 
Education and Research』（2023年9月）

➢ OECD（経済協力開発機構）『OECD Digital Education Outlook 
2026: Exploring Effective Uses of Generative AI in Education』
（2026年）

＊については国研ホームページに抄訳あり

⇒ 下記の共通点：

⚫ 人間中心・Human-in-the-Loopの発想

⚫ 教師の役割の再定義：カリキュラム、授業やAIとの対話の
デザイナーへ

⚫ 「答えをもらうAI」から「共に考えるAI」へ

生成AI教育利用を巡る世界的潮流
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⚫ 各国・国際機関の教育政策関連文書
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➢ 英国（UK）『Generative artificial intelligence (AI) in education』
（2023年3月発表 / 2024年1月・10月、2025年8月改定）＊

➢ 米国教育省『Artificial Intelligence and the Future of Teaching 
and Learning』（2023年5月）＊

➢ UNESCO（国連教育科学文化機関）『Guidance for Generative AI in 
Education and Research』（2023年9月）

➢ OECD（経済協力開発機構）『OECD Digital Education Outlook 
2026: Exploring Effective Uses of Generative AI in Education』
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デザイナーへ

⚫ 「答えをもらうAI」から「共に考えるAI」へ
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➢ 米国教育省『Artificial Intelligence and the Future of Teaching 
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➢ UNESCO（国連教育科学文化機関）『Guidance for Generative AI in 
Education and Research』（2023年9月）

➢ OECD（経済協力開発機構）『OECD Digital Education Outlook 
2026: Exploring Effective Uses of Generative AI in Education』
（2026年）

＊については国研ホームページに抄訳あり

⇒ 下記の共通点：

⚫ 人間中心・Human-in-the-Loopの発想

⚫ 教師の役割の再定義：カリキュラム、授業やAIとの対話の
デザイナーへ

⚫ 「答えをもらうFast AI」から「共に考えるSlow AI」へ

生成AI教育利用を巡る世界的潮流
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出典：OECD Digital Education Outlook 2026 日本語版, p.9. 翻訳は吉田塁氏による。
https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/oecd-digital-education-outlook-2026-japanese/



「通常の生成AI（汎用LLMチャットボット）」利用で
48％以上「勉強の結果」を向上させた生徒が、
生成AIなしでテストを受けると、元々生成AIな
し(＝教科書とノート)で勉強していた生徒に比べ、
その成績はどうなりそう？？
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出典：OECD Digital Education Outlook 2026 日本語版, p.9. 翻訳は吉田塁氏による。
https://edulab.t.u-tokyo.ac.jp/oecd-digital-education-outlook-2026-japanese/



「生徒は生成AIでいかに学ぶか」に 
関する見方(観)は多様
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⚫ 同じ属性の先生方や指導主事、生徒
でも予想は様々
⇒「問題を「楽に」解くこととそこから学
ぶことには違いがあること（認知的オフロ
ーディング）」に対する見方が違う

⚫ 理由も様々
「AIの機能が不十分なのだろう」「生徒の
『学び方』に問題があったのだろう」「生
成AIが誘う『学び方』に問題が？」…

⇒これが次のデザインを決める

生成AIで学んだ生徒の試験結果は
学ばなかった生徒の結果を…

⚫ 研究者自身も支援原則を組み込み生成AIをカスタマイズ
（教育用LLMチャットボットを開発）
⚫ 段階的ヒント（誤りを想定したフィードバック）

⚫ 思考の可視化を促す問い返し

⚫ 望ましい困難さ（desirable difficulty）



⚫Slow AIの源流は子供が自分で考える「発見学習」
⚫「効率の悪さ」を補う学習活動と「見逃されている資質・

能力」を評価できるデザイン：生産的失敗 (Kapur, 2024); 

未来の学習のための準備 (Schwartz & Martin, 2004)

⚫長期にわたる学習とそのゴール：生得的・社会文化的制約 
(Keil, 1989); 適応的熟達化 (Hatano & Inagaki, 1986)

⇒生成AIは一見効率が悪くても子供が自分で考える学びを
要請し、かつその価値を高めもする。

⇒「主体的・対話的で深い学び」のための生成AI利用
について、研究者や一部の学校・教室で「よい結果」
を出すだけでなく、誰もが自ら実践して、結果を踏ま
えて、改善し続ける環境構築が必要

生成AIは「人はいかに学ぶか」について
我々がどれだけ学び直せるかを問うている
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講演1：横山広美

「生成AI時代に必要とされる力」

講演2：別所正博

「大学教育における生成AIの活用について」

第1部
Alと社会：大人に期待される姿と
学校で身につけるべき資質·能力 
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講演3：浅原寛子「初等中等教育段階におけ
る生成Alの利活用に関するガイドライン」

バネルディスカッション1

中村大輝•横山大基・上岡涼太・飯窪真也

第2部
生成AIと学習：生成AIは学習を
どう支援できるか
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国際招待講演１：フランク・カイル

講演２：ダニエル・シュワルツ

バネルディスカッション

横山広美／別所正博／辻真吾

／横山大基／白水始

第3部
生成AIと学校・教師：身につける
べき資質・能力とその育成
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国研抄訳紹介ページ：

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/r06/Generative_artificial_intelligence_in_edu

cation_UK.pdf

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/r06/AI_Future_Learning_summary.pdf

https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/r06/AI_Future_Learning_USA.pdf
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